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樹木の煙害に関する研究（第2報）

－SO2による急性被害症状について－

中島康博＊・萩原幸弘＊・小河誠司＊

Studiesonthesmokedamageoftree（2）Onthe
acutedamagesymptomsbytheSO2

YasuhiroNakashima，YukihiroHagihara
andSeijiOgawa

考えられたため，これを確かめる意味において，あら

かじめ施肥された幼水でSO2急性W試験を実施したの

で，これらの結果を報《!iする．

本研究を企画実施するにあたり諏々 ，ご'1巡立をいた

だいた福岡県林業試験場入江進場災，いろいろ御術

導，御教示をいただいた名古屋大学股学部門田正也柳

士，i『(接試験実施に協力をいただいた当場川脇為一郎

:I以門研究貝，迩足久光技師，山本雅敏技師，とりまと

めに御助力を得た内藤せつ子蛾以上の方々に対し心か

ら感謝の意を表します。また，試験材料（苗木）を提

供していただいた柵|州県林業試験場北九州分場，内111

緑地処没株式会社，久制米市中原艮楽側，稲岡県鰹業

試験場茶業指導所に対して心から御礼をI|'し_Iげた
い．

内 容
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1．はじめに

描岡県下においては北九州，大牟llIの工業都市があ

り，これらの都市では大気汚染度も全国的に見て尚

く，その他福岡ilj，苅田町でも汚染が兄られる'2)．ま

た兼者等は1971年より，北九州，大牟田を煙源とし

て，30kmに及ぶ範囲でSO2測定を|)M始し，市街地

閲辺から郊外にかけてのSO2汚染状況を観測している

が，その予備的結果によると汚染は低溌度ではあって

も，かなり広範囲に及んでいることが裏付けられ，こ

のことから無汚染地ﾘWは非常に少ないのではないかと

推察される．

簸者等は1963年より，樹木と大気汚染の間越に粁

手し，その手はじめとして，SO2浪度と幼木急性謀反

応試験，煙害地における緑化樹械栽試験，施肥と趣性

書試験，塵湊試験等を実施してきている．幼木への

SO2急性害反応試験については本研究第1報'0》で31

樹極について被害症状を明らかにし，SO2抵抗性の強

弱を類別した．その後1970,1971年においても，新

たに60樹種について同様の試験を実施した．一方前

報において苗木の他醗度と被害症状が関係することが

2．試験方法

試験実施場所……柵|剛県林業試験柵内苗畑

試験木……第1表に示した通り，主要林業樹種，緑

化迭剛用樹諏，外国樹諏，一般樹諏呼の苗木を試験材

料として，各区5本づつ春定値し，十分活蒲して生及

しはじめた8月にSO2処理した．

施肥とSO2急性害試験用の試験木は，肥料分の流亡

を防ぐため木枠の中に群定植して，十分活蒲した5月

にNPK（森林1号15－8－8)，N（尿素)，堆肥

(N換算0.8形…植栽前施用）を1本当たりN垂で10

g施肥し，施肥効果の-|･分でた8月にSO2処理を行な

った．

SO2の発生及び濃度の測定方法……第1報'0）に示

したものと同一方法で実施した．即ち，20％のNalI‐

SO3と20形H2SO‘を混合してSO2を発生させ，SO2

波度測定は北川式検知糠を使用し，低漉度には北川式掌描岡県林業試験場
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第1表煙害関係試 験 木 一 覧 表
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中風・萩原・小河：樹木の煙害に関する研究（第2報）：）

注）樹令棚（）印挿木，☆印’1'引繭

第2表SO2処’'11門容
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高濃度（21.26区38ppm）
IIeighconcentmtion

やや軟化

異常i

ノク

遇

なし

色

軟化変色

異術なし

挫
坤
区
岬
１
－
１

軟化退色

芽先より退色

色

変色

異常なし

一

ノク

也
止
ｌ
ｉ
Ｔ
－
小

１
１
Ｉ
９
ｌ
ｒ
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
－
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

低 浪度（25.30区4ppm）
Lowconcentration

異術なし

皿
Ｉ
－
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｔ
ｌ
ｉ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｉ

一部退色（わずかに） ｉ
－
ｌ
－
ｉ
ｌ
－
ｌ

’

〃
〃
〃
〃
〃

″
〃
〃

″
〃

″
ノ
〃
〃

ノノ

クノ

＝■一一二一

一＝一一

一一一

一

ノノ
(発心桜）

(〃o“ﾙi"zak"rα）
1 〃 ノノ

γ

P伽

力

〃 S 火"‘s

マ

iβりr a

ツ
5 軟化…中間部より変色 ′'
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--L_△－－－－凸＝一－一

験 架（1970year）緒の

atvarlousspec1es

1 週l川（父の被詔

『〕ama回esvmDtomofc

）譜thl~‘~B華曹撹(:Af霧黙照|噸鼎:淵鼎柵
31B

Ｊ
６
－
０
Ｃ

’’|‘｜’…(下蕊〕鯵，｜’
－3．8

2．4

40.8

43.6

44．6

41．2
２
５金蝿鍔以上落葉 ｜ ｜

|齢！‐::：
|識｜：:：

’｜｜職
一一一一一-一一一一一一一二

｜｜雛
時麓※｜鍵 １

１

５
５なし

’被審班売 ’
５
５

‘Pノ

"：｜‐5蕊
”：｜-雛

Ｉ
‐
－
１

’全紫，枝，芯被害 ノノ

傘 …｜”
’尚麟霧紳｜“

－0．9

5．2

’’
-28.0

1．0金製被審,齢縁,謡葉 新葉被2‘lfあ

’
－4．2

2．0

’’’
’
１

’’１５５
-28.6

1．7

30.6

47.7

59.2

46.0

ｌ
ｌ
ｌ
Ｔ

職｜‐t：
誼：’。：

一

｜｜瀧
｜｜蹄
｜｜蕊：

１５５１
－
１
１

品被害,号落葉
〃

’
１
－
１

－－－

１５５″

１
－
２９

－

ノ

ノ
－

７
－
ｍ
’

ﾉﾉ

’'’
－2．0

2．2

76．0

69．0
〃

２
－
３

９
″

４
－
ｍ

ﾉノ

－－－■－＝■

’
一’

’
一｜｝’

一一
’

－5．0

1．0

80．0

119．0

85．0

118．0
″

８
－
ｍ

〃〃

－19．0

1．0

61．0

62．0

80．0

61．0
１
１Ｐ

〃

７
－
ｍ

'ノノ

－4．5

1．5

94.0

90.0

98.5

88.5
１
１，

〃

６
－
ｍ

ﾉノﾉノ

－1．0

0．5

22.0

21．0

23.0

20.5
１
１，

″

四
一
ｍ

〃〃

|，｜：’
－17．0

6．5

0

30.0

17.0

23.5全葉被害 〃
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8/5処理直後の彼害状況
I)amagesymptomofjustaftertreatment ’樹 鞭 区

本数

Number

－

’
高濃度（21.26区38ppm）
Heighconcentmtion

低濃度（25.30区41〕pm）
LowconcentrationSpecies

|，’ |興瀦な ｌ
‐
１
１
‐
１
１

ギ
一
〈

軟化芽先変色
C心"10"7e"α”"o"i“

キ
’

1
’

１
１

ツノぐ

Caﾉ"ど"iαノロpo"i“
異常なし5 ノノ

Ｌ
Ｉ

－

サ 力

‘｜”
ザ ン

C“刀e"ias“α"9"a
〃

－

ユ

|，’ ’
リ ノキ

L〃わ生"dro〃〃ｨ"pi/セノ･a
退色→しぼむ '

|，’ ″
一
〃
一
〃
一
〃
愚
〃
〃
一

Ｉ
‐
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｌ

ヒイラギナンテン

Mαﾙo"””"o"i“
異備なし

コウヨ

Ca""i"gﾙα""a

ン

|，｜
ウサ3

/α"“o/“a

yar･

エ

'"励協義鰯",戸｜‘’
一一一日一一一一一一一一一一一マーーー●－－寺一一一一

ヤ

退色→しぼむ

ノム

Acerα"1，

エデ
■

sα"g"j〃e"、"筋‘"景噸f，"加協〃"’51異常なし

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

z‘雌.臓ふ"""キ｜・i
－－－ローー ■ － － － － － ． 一 一

ケ
ヤヤ退色

'･",励旋"所,,,〆1‘｜-繍趣
|，い､

１
－
１
１

オガタマノキ

ル〃cﾙe"α“"7pﾉ･“sa

｜，’
プラシノキ

Ca〃isIeﾉ"o〃s"“i“"s
軟化…退色 ノ

ｌ
‐
一
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
ｌ

′｜‘’
ポ

Ligs"･I"刀峨"si/b"I"〃

ベリ

』6e"αgrα"d板ora

イ
異常なし ノ

‘’,γ｜
ニニーーーー一一一一

‘．’

ア
(黒色）ヤヤ変色

----
－ －－

ノ、

，’
マヒサカキ

E"ひ'αe"iargi"“a
異常なし ノ

|‘｜-鰯“
セ イ ヨ ウ ヒ イラギ

〃exa9"i/b""ﾉ〃
一一一

ブ
４
５く

クロ・マ ツ

ノ，i"“Ih""6erg〃
ヤヤ軟化 '

樹匝別試験施肥別試験

1970年1971年1970年

SO2検知紙を使用した．SO2処理時間は30分であり，

表示したSO2渡度（ppm）は30分間の一定濃度では

なく，第1報と同搬に30分|Alの中でほぼ一定渡度が

保たれる15分間の澗度である．SO圏処理の内容は第

2表の通りである．

試験実施の経過……右記の通りである．

試験木植栽

施 肥

試験木測定

SO2処理

ﾉ71．5．20ノ70．4．7

5．2

8．17“8．3

ﾉ70.4.17

３
５

－
＆
＆ 8．48．18
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3/4生育状況
（21.26.23.28区）

Growthsituation

8/131週間後の被害状況
Damagesymptomofone

weekaftertreatment ’
平均樹高（c、）

Avemgeheight (;職区）

｜,-‘
－ローーー寺一一一一

8/3処理前A
Be[ore

treatment

商漉度（21.26区38ppm
IIeighconcentration)|噸撫柵)|恥f撒ilD乳 ’11/llB

|：｜’｜
8．0

11．0

ｐ
ｐ

－
２
１｜”

’

Ｉ
ｉ

1o､01

1o･Cl

〃

〃
ｒ

ｌ
季

〃
ロ
ー

雲
ｔ§

い
ぐ
〃

葉

＃５
両
－
５
ｍ
一
全

一

’
－
１
：
Ｉ

ﾀノ I：｜,｜｜龍I
8.3

6.5

－0．3

1．2

一
一
一

ｉ
Ｉ
ｒ
‐

粋｜“蕊遡，’ |’し’ ’24．5
， 3 2 ． 0

’9．6

18．6

77.5

30.2

53.0

1．8

1

5

|“”｜：｜I I
8.2

8.2&“斑(葉先）
1．4

0．4

－ －－－

’１
丁
‐
－
１

烏"…)霞"し｜｜：’ ’
－
１
－
１
１

糊
耐
一
淵
馴

39.8

28.4

4．8

12．8

一一 － －

科
一
判
毛
馴

１
１|蕊…，

117．0

103．2

7．6

10．4全葉被瞥，全葉落葉

I

ｉ
｜
訓

108．4

121．2 ’
唖
唖
一
地
卵

一
一尚殻縛．

一■-ロマーー＝▼-

全葉被沓

を落葉 異常なし

’ １
１

115．6

124．5，全葉落葉 /'

１
１

舟･"品…譲職｜ Ii ｉ
－
ｌ
－
Ｉ

’
27.4

33.4

29.8

36.4

５
５

2.4

3.0
ノ

〃 ’’ ’’'！
38.0

38.5

28.4

28.6命‘職!崎落葉
４
５

9.6

9.9
’

１
１

１５４１いｌ
Ｉ
－
ｌ
１
－
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ

’
’
１

32.5

46.5

-32.0

3．0

0

49.5全葉被害,含落葉 被害葉あり

’！’ １
１

５
５

81．4

91．4

80.6

92.0

－0．8

0．6緋!＃ 異常なし

|， ’’ ’|，
30.6

33.4

20.6

40.4

－10．0

7．0全葉鯉窪,市落葉
一

'！ !’’’ ’ ’
３
５晶被諜合落葉

28.4

22.0

28.0

22.4

－0．4

0．4〃
〃

’1
ａ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
１
６
■
０
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
■
ワ
■
一
日
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
！
Ⅱ
０
９

’１
１

’舟被撫,：落葉
３
５

21．6

19．0

2 22含2

20．8

0．6

1．8

‘｜‘’ ’’
18．2

19．0

0

22.0

－18．2

3．0
全葉被乳i： 〃

処理直後被害調査8.5～68.18～198.5～6

1週間後被害調査8．138．248．13

樹刑生艮洲査11.1112.2011.11

生死,回復状況調査′71．3．412.20′71．3．4

その他写真撮影，病虫醤調査を適宜実施した．

3．試験結果

3－1樹種別試験の結果

本試験は第1表，第2炎に示すように1970年8区

画，1971年14区画において，前者ではSO2濃度最商

38ppm～4ppmまで，後者では26ppm～1ppmま
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第 4喪樹諏別拭

Table4．Resultofexperiment

樹 諏

●

spec1es

ス ギ

C"Womeriaノ､"o"i“
－－ －

ナ ンテ

－－－

Ⅳα"d伽αdoﾉ"“〃Ca

ザ ク

－ 一 一 一 一 一一－

P""icagrα"α〃"〃

ケ イオウザ ク

Pr"""Jsp．

ン
ロ
一
フ

キソケイ

J“"""""10.orα〃“j"""〃

チョウセンレンキョウ

Fbrsyr〃αCOﾉ.eα"a
＝－－－

シダレヤナ

－一宇■

Sα"x加勿'〃Iim

トウネズミモ

〃g"‘s〃"ﾉ〃／"cid""I

ク ロ ガ ネモ
〃exro""Idt1

ギ

チ

チ

ドウダンツツジ

E"〃α"rﾙ"sper"/“"s

チ ヤ

7，heasme"s応

ハイビヤクシン

‘ﾉ""〃eﾉ･"Sc〃"e"sisyaﾉ｡．
proc"'刀6e"3

ソ テ ツ

一一一一=一

Cyc“rem〃"a

クロマツ

Pm"SIA""6erg〃

ヒ ノキ

Cﾙα"Iα“Jpaﾉ･iso6I"3a

キミ ガ ョラ

Y"ccarec"ﾉ･》'i/b"a
ン

べ二シダ ン

CoIo"e“rerルorizoﾉ"α〃s

ヒ ムロ

C力αmα“”α〃s〆si/をra
Var･S9〃qrrOSa

一

マ フ･ パシィ

P“α"iae的

ヒイラギモクセイ

OSﾉ"α"【ん"s/b〃""ei

I
区

本数

Number

Ｉ
Ｔ
ｌ
－
ｉ
－
Ｉ
－
ｉ
－
Ｉ
Ｔ
ｌ
Ｔ
ｌ

５
－
３
’
５

５
３

５
－
５

4

4

5

5

3

3

~「

Ｉ

’
’

5

5

2

2

1

4

5

’－ 高

8/18処理直後の被害状況
Damagesymptomofjustaftertreatment

濃度

eigh
（
3－1，2，3,

22～26ppm
Concentration

芽
一
一
色
一
色
↑

恥
諏
Ｊ
腔
岬
牌
ト
ー
伸

’

－
１

新芽やや退色

一祁禍変

しおれ変色

しおれ変色

－

一部変色

’
一
卜

’

′〃

〃

′

一部退色

異常なし

軟
一
異
－

１
Ｔ
Ｔ
Ｉ

’
’
’
’

軟化やや変色

状なし

ノダ

褐色変色

）

葉先軟化退色

災附なし

ﾉﾉ'

■＝一■■＝＝｡

’
凸
日
Ⅱ
日
日
０
１
１
０
‐
‐
Ｐ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
ｄ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
』
。
■
一
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
‐
０
６
Ⅱ
！
Ⅱ
Ⅱ
日
Ｌ
‐
‐
凸
■
Ｊ
日
日
９
１
上
■
■
■
■
■
Ｕ
ｌ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９
■
■
■
■
■
■
！
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
Ⅱ
９
．
０
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
７
二
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
Ｂ
■
９
凸
■
■
■
■
■
ｌ
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
且
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
，

I
’

低濃度 （
一一一■←一

5－1，2，3

1～4ppm
Lowconcentration

一

異術な

ノノ

し

）

新莱軟化やや退色

異

'ノ

な

〃〃

し

新葉やや退色

災附なし

ｌ
Ｔ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｔ
ｌ
Ｉ
‐
Ｉ

’
’

ﾀグ

〃'

〃

一部白変

異常なし

〃

ﾉノ

一一一■■一一
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果（1971year）験 の結

atvariousspecies

可2零－1週111後の被害状況
Damagesymptomofone

weekaftertreatment ’
12/20生育状況
（3区，l区）

Growthsituation Ｍ
ｙ
ｌ
－
１

斗
一
説
一
率
浬
、
“

ロ
ー
Ｂ
↓
一
一

ご
ｌ
‐
ｒ
１
１

コ
一
一

伽
一
や
一
難
齢

フ
ｔ
一

平均樹商（cm
Averageheigll

－

ID蕊,，
8/17

処理棚
A

低“(詞協）
Lowconcentmtion |u謹畷|熱！

ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
－

高溌度(魁6綿）
Heighconcentration’

１
１
１

|、l
ll
ll

|獅潅上
’

51
25.6

29.0

1
全葉被害，幹緑

’卜
|“…，

２
３

16．0

15．0品落葉
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

’ ！
Ｉ
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
－
ｌ

22.0

17.0

19．2

21．6
ｌ
－

Ｂ
ｂ
－
２
Ｂ

う
』
４
一
、
（
Ｕ・

１
－

４
５

1

品落葉 ’

’
’5|‘ ’|蕊臓卿"．

Ｉ
ｉ
ｌ

34.0

31．5

28．8

42．8器~品落蒸

Ｉ３３ｉ″
一
〃
一
〃

釧
丁
ｒ

溢
一
〃
一
和

葉
一
幸
新

｜｜
「T
lI
l
ll

ｉ
－
１
ｌ
－
Ｉ
－
ｌ

32.0

43.0

29．3

52．7

－2．7

9．7舟~品変色

ｉ５５１ 35.4

31．6

21．2

44．6

－14．2

13．0

910
－－－～－ノノ

1010

一
恩
２

》
４
９

－
４
８

－2i、4

23．4ｉ５５Ｉ
Ｉ

65．8

65．8品~器落葉新
一
輝
岬
一
確
秘
嘩
唖

１
１
１

－－

１４４１|蝿繍な
卜
｜〃

－4．5

19．3

78．0

83．7舟落葉,下葉残
－
５
８

－
乳
Ｑ

一
１１４４： ｜

'I

Ｉ
Ｌ
ｌ

60．0

63．0
葉落

８
－
，
－

’
ｌ
Ｉ
ｉ ’

０
０

●
●

フ
ー
プ
一

１
１

４
全
一
。

－1．4

0．6
全葉変色

’｜〃
－－－－－

｜
’ ’

５
５

‐
１
１ ’’

27.8

31.0

25.6

32.6

－2．2

1．6品落葉,下葉残
３
３１ ’ ’I ’’

27.3

31.0

27.7

33.7

４
今
７

■
●

０
２品変色葉先緑

’’
３
３１ ’ ’’

１
１

＊ 2

本2．5

本3．3

本3．0品被害変色
1．3

0．5

'？’I|‘ ’ ’｜〃
－－－

｜〃

18.2

13.0

0

15．4

－18．2

2．4
葉緑部2－3mm

１
－
１
－
１

’|， |’’|，
23.3

27.4品変色
20．4
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樹 諏 区

本数

8/18処理直後の被害状況
Damagesymptomofjustaftertreatment

Species Numl〕er
商濃 度 （

3－1，2，3ザ

22～26pI〕、） 低濃度 （
5－1，2，3

l～41)pm）
eighcol1centr〔1tion Lowconcentralion

モ クセイ

OSﾉ"α"!〃“〃αg、"syaﾉ．． 5 ’異常なし 異常なし
α"rα"〃αc"s

ウ ノ、メガシ

Q"eﾉ｡c"spﾙ)'""“oid“
5

’

’
〃' ′｜"

ゲ ツケイジュ
I‘αﾉ"･"s〃o〃"‘ツ

5
’

’
〃 ／’

一

ボ ケ
C加e"o"だI“exI"s-co“i"e

5 白変色 一部禍変色

－一一一一一一一一一

ブイリアオキ

4"c"6αノizpo"i“（/： 5 生気なし 異常なし
α"7α"ogawの

一一一一一

サ ルスペリ

Lageﾉ．s〃Ce""αi"｡『“
3 白変色一葉巻 葉しぼむ

ア カマツ

Pi""s火"sMora
5 軟化～やや退色 異常なし

ニーーー一一一一

ヒ サカキ

E"〃'αノapo"icn
3 異常なし ノノ

シ ャシャンボ
y"“i"""〃6rαα”""〃

3 〃 〃

一酉一一－－言一■■

ヌ ルデ

Pﾙ"sノαyα"icα
● 3 白変色葉進 葉巻

ネムノキ

』/〃zziaﾙｨﾉ"i“i〃
3 葉閉 葉閉

ので段階で処理し，各区にそれぞれの被害症状が認め

られた．試験木全体;こついて，各区ごとに被審症状を

記述することは大へんであるため，高濃度の例として

1970年では21，26区，1971年では3－1，3－2，

3－3区を，低渡度の例として，1970年では25，30

区を1971年では5－1，5－2，5－3区を表示し

たものが第3表，第4表である．被害状況をSO2処理

直後（1時間以内）と1週'1M後に分けて示し，被害状

況の推移がある程度理解出来るようにした．また生行

状況(こついては，SO2処理によって最終的に生死にど

う表われたかを代表区を以って示し，SO2処理前と処

理後の生長停止時期の平均樹測生長をコントロール区

と対比して示したものである．この場合の平均樹間は

生，半枯の少なくとも生きている木のみの平均伽.Iで

あるため，枯損木は含まれていない．

本試験は，1968年より毎年樹匝をかえて実施してい

るが，スギ，ヒノキ，アカマツ，クロマツの林業主要

樹甑は毎年コントロール樹剛として使用している．

各幼令木におけるSO2急性被害症状は前報にも記

したように葉に蚊も早く表われるため，葉の症状を注

意深く兄ていくことが肝要である．また症状をいくつ

かの兄地から兄るとある程度のグループ化も出来そう

である．先づ被害反応時間から反応が早く変われるも

のとして，ハナズオウ，ウメモドキ，クリ，エンジュ，

ユリノキ，ヤマザクラ，ケヤキ，ブラシノキ（以上

1970年),ザクロ，ケイオウザクラ，キソケイ，チョウ

センレンギョウ，シダレヤナギ，ベニシタン，ボケ，

サルスベリ，ヌルデ，ネムノキ，（以上1971年）等が

あった．反対に反応がおそいものとして，ヒノキ，マ

キ，トウシュロ，ニオイシュロラン，ヒイラギナンテ

ン（以上1970年)，キミガヨラン，ケッケイジュ，ヒ

サカキ，シャシャンポ（以上1971年)，等があり，そ

の他のものはこの｢'1間的なものである．これらSO2

急性沓反応は樹匝によって葉の変化，煙斑の広がI)，

色等に迎いがあり，全体的なものとしては第1～6図

に示した．これらの図は樹種別の葉に対する激密，中
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－

|職柵｛
|函圃瞬下

8/241週 間供の被脊状況
DamagesymptomofoI1e

weekaftertreatment

12/20生育状況
（3区，l区）
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‐
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■
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■
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0
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4
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ｌ
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率
叫
一
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咽
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“
抑

一
一
一
一
一
画
一

ｌ
‐
Ｉ
－
ｌ
Ｉ

郷
岬
三
和
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一
岬
却

Ｉ
－
Ｉ
Ｉ

’
３
３

51.3

42.2命蛮色:落葉
５
７

７
０

３
３

－
５
一
ｍ

〃
｜
評

’
一
膳

１
１

２
３
１
１

21
－〃一′’

103

｜
郷
“ ’全葉被害，新芽111

’ ’’
１
１
１’’蕊先綾篭落蕊

1
ノ －

20

2

1

49．0

74．7

40.5

74.0

５
７

●
■

８
０

一
一

轡，軽害の様子を模式的に示したもので，各被割聯に

おけるSO2濃度（一定時間であれば)，SO2処理時Iﾊl

（一定濃度であれば）は樹種別に多少異なっているこ

とを念頭において見ていただきたい．また，前報10》の

第4～7図と同じ表現である．従って前報で示した樹

砿の中で亜複するものは今回は省略している．

SO2急性害反応の早いものの中で菜が急速に白色化

（透明化一脱水状）して，しおれがはじまるものがあ

る．このような樹木にウメモドキ，ユリノキ，ヤマザ

クラ，ケイオウザクラ，ザクロ，シダレヤナギ，サル

スベリ，ヌルデ等があり，いずれも落葉性の樹木であ

る．また似た傾向であるが葉が閉じるものにはエンジ

ュ，ネムノキがあった．一般的にSO2商濃度でIま大低

の樹甑に被害症状が表われるが，SO2低漉度処EMでも

敏感に反応を示すものには，ハナズオウ，エンジュ，

ユリノキ，ヤマザクラ，ブラシノキ，ザクロ，ケイオ

ウザクラ，チョウセンレンギョウ，シダレヤナギ，ベ

ニシタン，ヒムロ，ボケ，サルスベリ，ヌルデ，ネム

ノキ蝉があり，ヒイラギモクセイの古莱，‘ﾝバメガシ

にも一部その傾向が兄られた．SO2処理よって菜に現

われる被害症状は2～3日後までには出てしまうが，

樹諏によっては，翌日位から早くも落葉するものがあ

る．このようなものとしては，ヤマザクラ，ケヤキ，

ザクロ，ケイオウザクラ，チョウセンレンギョウ，シ

グレヤナギ，ベニシタン，ボケ，サルスベリ等があ

り，いずれも落葉樹であるが，粥緑樹でも1/2以上落

葉したものがある．針葉樹は全莱被害をうけても落葉

はあまりしない．SO2商濃度処理によって全莱被害を

うけ，その後落莱がはじまるが，この時すでに新しい

芽を出して開葉するものがある．このようなものが回

復力が強いかどうか今一つはっきりしないが，この傾

向の強いものとしては，クチナシ，シダレヤナギ，サ

ルスベリ，ヌルデ等があった．また，被害斑の色につ

いては葉の形質等により種々の色が出現するが，一般

には白色～褐色が多い．例外的なものとして黒色系の

煙斑を呈するものがあり，フイリアオキ，アベリヤが

■■l■■■
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節l図SO2急性被害

Fig．1ThepatternbySO2acutedamage
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騨職
、こ§

第2図SO2急 性 被 害

Fig．2ThepatternbySO2acutedamage
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第3図SO2急性被害

Fig.3ThepatternbySO2acutedamage
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’

第4図SO2急性被害

Fig．4ThePatternbySO2acutedamage
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第5図SO2急性被害

Fig．5ThepatternbySO2acutedamage
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第6図SO2急性被f1‘：

Fig．6′l､hepatternbySO2acutedamage

トロー区である．この炎からSO2急性ﾘfによって樹商

生長にも影密があらわれ，樹商がマイナスとなってい

るものが多く，コントロール区のプラス生長と対比し

てみると樹諏別にもその影響差をある程度つかむこと

そうであった．

これらの被害木はその後放世し，秋の生艮休止期に

恋び樹商測定（枯損木除く）し，SO2処理前の樹商と

比較したものが第3，4表の末欄の数字で下段はコン

鋪5表SO2処理前の試験木の樹高生長状況
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が出来そうである．さらに，その後翌春これらの試験多く出た樹諏は少ないが，クリ，ユリノキ，ブラシノ

木を堀取って，生死を調査したものが第3，4表の生キ，フイリアオキ，ケイオウザクラは半枯あるいは枯

育状況である．この時期ではSO2処理後，約半年が ＃I木があった．

経過しており，被;!;から完全に回紅しているものや，一般に針熊樹はlml位力が弱く，アカマツ，クロマ

そのままのもの，あるいは更に枯孤したものがあり，ツ，センペルセコイア，ヒマラヤシーダー，ヒムロ等

樹祇別に可成りはっきりしている．そのようなことかばこの傾向が強く，スギ，ヒノキ，コウヨウサン等は

ら死（枯柵)，半枯が多(､、広葉樹でIま，半枯，死が 111述のものよりやや回復力を有するも広莱樹に比較し

第 6表施肥処理木に

′l､able6．SO2acutedamage
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と思われる．SO2処理の結果は鋪6表に,｣〈した通りで

ある．2区はコントロールにしたため，我示は省略し

た．処理ill〔後の被りfは1，31スにあらわれ，低濃度処

珊（2ppm）の4〆ではあらわれなかった．しかし1

週間後の被害調査では4区でもある程度被害症状があ

らわれた．この表から同一SO製渡度でも施肥の内容に

よって純盤程度が災なることがi惚められた．so2処F1！

て弱いことはいなめない．

3－2施肥試験の結果

第1表に示した3和について，施肥を行ないその影

響が出たと思われた8月に第2表に示したようにSO2

処理を実施した．処班前の施肥効果を樹商生長で第5

表に示した．総括的にはNPK→堆肥N→雌肥料の順

に生長が低くなり，ある程度の施肥効果があったもの

対 するSO2急性

onthefertilizedtesttrees．

匡拡
8±8

－

本 数
Number

５
５
４

５
５
５

５
５
４

５
５
５

５
５
５

５
５
５

５
５
５

５
５
５

５
５
５

５
５
５

５
５
５

５
５
５

一

8/5処理直後の被害状況
Damagesymptomofjust

aftertreatment

8/131週間後の被害状況
Damagesymptomofone

weekaftertreatment

生育結果
Growthsituation

胤言
＝→

Living’
半枯

Semideath’
枯

Death

芽先やや軟化
20分後一部退色

10分後やや退色

軟化
10分後退色

10分後中部退色

芽先わずかに被審
被智葉（l/10）一節落葉
葉変色（1/10）

全葉（9/10）被害変色
被害葉（3/10）一部落菜
全葉被害（10/10）

５
５
２

５
５

1 1

5

やや軟化
20分後一部退色

10分後やや退色

被『!‘:紫変色（6/10）
ノノ （l/10）一部落葉

葉変色（4/10）

５
５
１ 3

軟化

5分後退色葉下向（40分後）
軟化10分後退色

全莱被秤（10/10）
ノノ （10/10）落紫
'′（10/10）1本（8/10）

1

5

2

1

つ
一
４
△

芽先やや軟化
20分後一部退色

15分後退色

やや軟化

15分後退色

芽先やや軟化
20分後一部退色

20分後退色

やや軟化
15分後退色
10分後退色

一■■一一一一一一

芽先被

被;!f蕊
葉変色

害（I/10）
(l/10）一部落菜
(5/10）

葉変色（4/10）芽先
被審葉（3/10）
葉変色（6/10）

芽先

被害
葉変

被害（1/10）
葉（l/10）
色

葉変色（5/10）
被審葉（3/10）
葉変色（6/10）

５
５
２

５
５
１

５
５
３

５
５
１

3

－－－一一

3

2

4

’
一

｝異備なし

｝異常なし

葉変色（l/30）
異術なし

ノノ

葉変色（l/20）
被審葉（l/20）
異術なし

５
５
５

５
５
５

－－一

｝異常なし
葉変色（l/40）
異常なし

ﾉﾉ

５
５
５

｝異常なし
葉変色（1/10）
被害葉（l/20）
異 常 な し

５
５
５



20 福 岡 県 林 業 試 験 場 H＃報第22号

鋪7災煙替（主としてSO2）に対する葉の抵抗性について

'1,able7．Ontheresistancepowerofleafagainstsmokedamage（mainlySO2）
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Common11喚 通Ll

本武験Thisexpriment

モ クマオ

C“"α〃"αe9"応eIi/b"α

イ チ刃ウ

G胴kgo6"o6a

ヤマハンノキ

4/""sノapo"i“1，qr．sめ〃i“

ヤシャプシ

』ﾉ""s〃"Iq

アメリカブウ

Li9J“αm6er“.w･“柳ｨα

ク ロマツ

Pi""srﾙ""6erg〃

メラノキシロン

Acaciaノ"α/α"oxyIo〃

フサアカシア

』mciα火α/6“α

ネグンドカエデ

ノ4“r〃eg""db

． ナフ

Q"eﾉ｡c".s“〃“a

．ウヨウサン

C""mghamiα／α"“o/“α

ギガントネズコ

7，ｶJﾘtzgigα"ro

ヨドガワツツジ

Rhodり火"dro〃た｡be"se

上 イラギ

OS"Iα"Ih"Ji"ci/b""s

上 ムロ

C〃α"'“cypα〃s〆s砿rqvaﾉ・
s9zｲarrOsa

ドウダンツツジ

E"〃α"r〃“〃〃〃α"ｨs

ウパメガシ

Q"erc"sp〃j'""“oid“

上イラギモクセイ

OSﾉ"α"I〃"s／b〃""ei

ネ ム

狐6izziaノ"〃i“i〃

ナ ンテン

Na"｡i"α〔jりm“〃Ca

IIll川Kadota,sexpriment

' 。 マ ツ ，モリシマアカシア’
’

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

訓
ウ
キ
シ

Pi""sノル""6erg〃Acacmノ"o〃i“Ima

マ サキ ｛オオパベ二カシ『ノ
Q"erc"sde"I“α’'αr、

E"o"J'"I"3ノapo"ic"s grα"do/b"α

ノキグミ：夕チパナモドキ

Eﾉqeag""JI""be"αIa Pyrα“"1Aαα"g"sIi/h"a

上メヤシャ プ シ I タ イ ワ ンフウ

ノij""spe"d"ja Li9"idα"I6erノb""“α"α

ク スノキ ｜ ア ヅ マ ネザザ

Cm"α"Jo"""〃cα"I"〃0m 〃eio6ﾉ“"ぱぐﾙi"o

イ ヌ ツゲ；

〃ex6"〃“α

ケ ヤキミ

ZejAowα“〃α“

ム クノキ

ノ4pﾙα"α"Iﾙeα”eﾉw

シ ンジ1

A〃“"ん“α/〃“i"Iα

サ イカチ

G/eα伽jαノロ'0"i“

ノ、 コ ネツウギ

リIぞigeIacoﾉ．α“"sis

ポ プラ頚

PC"Iｨ/"s

オ、ムノキ

祉必izziα〃"6"“伽

ダ ンチク

Ar""dbdo"αxl'αﾉ．､be"g〃αﾉe"sis

力ジイチゴ

R“α〃･板｡“

ノ、 ポマ ウ

〃めisc"sルα"7α伽

ガクアジサイ

〃)，drq"g“〃Iacr”hJﾉ"α

ア ジサイ

Hydγα"g“

ム クゲ

〃めisαｨs”〃αc"s

フ ヨウ

〃めi“"‘sノ""rα〃"＄

’
イキソケイ

･ﾉ“""""mo"rα"“i"""〃

シダレヤ ナギ

Sα"x6a6yﾉo"ica

丁 べリヤ

A6e"αgrα"｡iβbra

天 瓶
尺ﾙo“de"dro〃（7､e"s〃6）



《11J:ル・荻原．,l､河：樹木の煙害に関する研究（鋼2報） 23

で
門
恥
一
コ
－

１
Ｔ
ｌ
‐
Ｉ

’ いVeryweak

本試験

ThiseXpriment

きわめて

旧

a,seXpriment

Weak

本 武 験

Thisexpriment

ナンキンハ－'f

Sap""〃“6i/をrJｨ、

ア カ マ ツ

〃""s唯"J板oﾉ．α

ス ギ

Cﾉ･〃ICﾉ"e〃α”"o"i“

メタセコイヤ

ルノαα“9"oia
g〃〆“〃o6oi火3

イタリアポプラ

PC""/"‘s〃igﾉ｡α

スイシ劃ウ

GﾉJW“〃06"spe"si"s

シマトネリ．

Frax""“ノα"o"ica

シ イ

CqsIα"opsisc"””“α

ケ ヤキ

Zeﾉkowα“〃“α

サルスくり

Lagers"･Ce""αi"aica

ポ ケ

Cﾙαe"oﾉ"e/“exI“－
cocci"e

べニシタン

C“o"eα師〃ル0両zoﾉ"α"s

ケイオウザクラ

Pr"""ssp．
（シナミザクラ×ヒガン

ザクラ）？＊

ザ クロ

P""icqgrα"α〃ｨ"I

ヌ ルデ

Pﾙ"sノ、'α"i“

ク リ

Ca“α"eacﾉ．e"“α

エ ンジ1

Sophoraノapo"icα

ヒマラヤシーグー

Cedr“J“ぬrα

ノ、ナズオウ

Cerasc〃"e"si‘s

りて弱

旧｜

imentl

弱い

門 I I Ii

Kadot，sexprimentl

メ

１
１
１

コ シダ

GjeicAe"iadicAo！o"Iα

タプノキ

Mach""Jrh""6eﾉ．g〃

ユーカリロストラター

EIｨcα〃pr"sr“"“α

タチナモドキ

PJ'ﾉ．α“ﾉ"方αα"g"sri/b"α

ユーカリシネリヤ

E"cα/yﾉﾌ゙r"sci"erea

センペル・tzコィャ

Se9"oiα“"Ipeﾉ.y〃e"s

プラシノキ

Ca〃応Ie"7o〃s"“i“"s

ウパメガシ

Q"erc"sphJ’""α“idどs

ヤ ツデ

ノ517！〃α”"o"i“

ヤマモモ

ルノ)'〃carﾉｨ6rq

･ソツジ 類
E〃Ca“αe

オ オムラサキ

尺加dode"dro〃

〃"/c〃r""I

サ ツ キ

Rﾙodり｡e"のo〃i"diaｨ、

リユウキュウ

R〃odode"的．o〃ルo〃e"“

イチニ，ウ

G"Ago6〃06α

二セアカシア

Ro6i"iaps“"αcacia

アカマツ

Pi""s昨"siβりra

i"デ|γ獅,":""肋

Ⅶ"蝋蹴
’9"'『"rIo6oi

患撫駕:；

ヤ
ヤ
シ

ｌ
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

１
１

I

’
I

|夷

I

ウメモドキ！

〃ex“〃αra：

ユリノキ；

L〃io火"dro〃〃J1加i/bra1

ヤマザクラi
Pr"""s“ﾉ.rﾉｨ/mayαﾉ・＃

SpOﾉ〃α〃ea；

注）

＊小林茂雄氏の御教示

による．
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直後の被害では施肥内容によって主として退色（変

色）しはじめる時間に長短があり，これはアメリカフ

ゥ（Li9"rdm6er”'r“i/7J‘α)，クロマツ（〃""s

rﾙ""6erg"）で認められる．スギ（Cひ'〆oﾉ"eriaノ"‐

po"i“）は退色しはじめるのがおそいので処珊､'i後の

被密症状は外観では識別しにくい．そこで手ざわりに

よって芽先の軟化程度を淵在したところ，施肥内容に

よって軟化に差が偲められた．1週|Al後の被;!{状況は

被沓斑と落葉凪（アメリカフウ）によって施肥内容と

対比すると各SO2処理毎に差があることが理解}lI来

る．l1Ilち，NPK，堆肥施肥区では被郷発生までの時

間が長く，被§‘!f斑，落葉11tが少なく，ついでN施肥

区，無肥料区では被審発生が早く，;被害斑も多く，落

葉爪も多かった．翌3月調査の生育結果でも同槻の結

果であり，無肥料，N施肥区で半枯，枯のものが多く

表われた．

4．考察

以上の結果はすべて災験的に発生させたSO2忽性』’'‘

であり，現実における工業都市の大女(汚染による樹木

の衰退現象とは可成り性格を異にしているが，急性霧

と慢性密との間に或相関性があるように思われること

は前方でも述べた．7表は門田5》の報告例に準じ前回

の報告分'0》，更に今回の報告文の樹祁を分類したもの

である．勿論幼木でしかも年1回の試験であり，その

年の女(象条件，苗木の出来方等諏々の問題点はある

が，各所で報告されているもの2)‘)，》'‘)'5）に対比して

も大体同じ傾向を示しており，急性Wによって世性害

のso2抵抗性を推察することも大きな矛盾はなさそ

うである．また前匝lもそうであったが同一樹諏におい

ても個樹によって被害差を生じ，この原因が樹木の他

康度と関係が深いように思われたが，今回の施肥‘拭験

によってそれらの関係が或種度理解出来たと思われ

る．勿論施肥→生長咽→他康度大と一fl1には考えられ

ないが，健康度を我わす1方法であり，他康度の一而

を示したものと考えられる．樹種が3弧で少ないので

一般的なことはいえないが，3樹郡共通して，NPK，

堆肥施肥区に被害が出にくく，出ても軽くてすんだこ

とは他の樹種においても或程度適応されそうである．

したがって大気汚染地裕の緑化樹の植紙，保育には堆

肥，3要素肥料の施用が亜要な因子の一つになるので

はないかと思われる．宮崎等8)は小坂鉱山の煙:‘l;地で

ニセアカシアの移植試験を実施し，3要素系肥料の効

一一一一一一一

采が杵しいことを綴(!iしている．又』､Stoklasa13》も

械物に肥料を施せば煙密抵抗力を商めるか，被‘‘ifを継

ぐすることが出来ると報告している．

5．摘要

1．この報文は主要緑化樹諏のSO2急性轡症状につ

いて試験した結果をまとめたものである．

a）仙報の31樹加につづいて，史に60樹禰を対象

にSO2急性被害症状を検討した．

b）施肥された3樹諏について，SO2急性被害症状

を検討した．

2．この様な試験の紬果から次のようなことがIﾘlら

かになった．

a）SO2急性害に対する樹諏別抵抗性は節7炎の通

りで，慢性害に比較して大きな差はなく，急性害によ

って実用的なSO2抵抗性を判定しても大きな矛厩は

なさそうである．

b）N､P.K,堆肥施用区はSO2急性害の被害のはじ

まりがおそく，被;!{も綴い、

c）反対にN，無肥料区は慨1$のはじまりが早く，

波密斑，落葉歴も多い．また半枯，枯孤する率が商

い．

。）大女(汚染地幣の緑化には雌全な樹木育成の1手

段として施肥が延非必要であると思われる．
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Summary

′1､hisrcporLislosummarizctheresullsofinvestigationsconcerningSO，

acutedamagesymtomsonstapletree-plantingspecies、

1．Followingthethirty-onetrce-plantingspecies，weinvestigatedsixtv-one

morespeciesconcerningtheirSO2acutedamagesymptoms、

2．WeinvestigatedSO・acutcdamagesymptomsonthefertilizedthreespecies

(i､e､｡:yp/omeﾉ．iαノヒzpo"ica,〃""”ﾙ""beﾉ｡g",andL々"ぱαﾉ"6eﾉ．s〃ﾉ．αc<〃α)．

Fromtheresultsoftheaboveinvestigations・thefollowingfactswere
clarified：

1．－1．TheresistancepoweratvariousspeciesagainstSO2acutedamageis
showninTable7．Therecanbeseennogreatdi(ferencebetweenitandthe

resistancepoweragainstchronicdamage・Accordingly,itwillbejustinedtosay
thatwecanrecognizethepracticalSO2resistancepowcrfromtheresultsofthe

acutedamage，

2．－1．TheappearanceofSO2acutedamageisslowintheplateusingN・P､K、

andcompost，andthedamageisslight；whereasintheN・plotorcontrolplot，

thedamageappearssoon，andmuchleafburnandleaf-follcanbeseen・And

iinallytherateofsemi－deadordeadtreeshasbecamehigh、

2．－2．Forthepurposeoftree-plantinginairpollutionregions，fertilization

isindispensableasonemeansofsearinghealthytrees．
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写真 説明

ExpIanntionofthephotos

(9)SO2急性害症状……20ppm30分間処理
TheacutedamagesymptomsbySO2treatmert（20ppm→30minutes）

サルスベリ（20分後）Lagem"“""α師｡『“ （After20min.）

シダレヤナギ（25分後）Sα"x6q勿'10"i“ （After25min.）

ヒイラギモクセイ（1時間50分後）Q""""ﾙ"S6OﾉW"Iei（AfterllOmin.）

マテパシイ（〃）L"ﾙocα""‘Fe伽"‘，（AfterllOmin.）

ウバメガシ（2時間後）Q"eﾉ℃“〃〃""α“idEs （Afterl20min.）

フイリアオキ（〃）』"c"6ajtzpo"i““んkI"．i"）（Afterl20min.）

モクセイ（〃）Q""“"ﾙ"s〃．αgﾉ．α”1'αﾉ．.α"rα""““（Afterl20min.）

スギ（2時間40分後）cﾉ”IC"肥"αjtzpo"i“ （Afterl60min.）

チヤ（〃）Tﾙeasi"e”応（Afterl60min.）

(1)～
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裏面，肥培樹木にSO2処理（1970.8.4)後7ケ月経過した各試験木（扱影1971．3．4）

Nextpage・Thedamageoffert通zedtreewhichwastreatedbySO2before7months・

UpperCぴ〆o"Ieﾉ･iajQPo"i“,middleLig"i血"16eﾉ･”'rac柳/αlowerPm"“〃""6erg〃(SO2

treatmentAug､4，1970→PhotoMarch4，1971）
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樹木と塵瑛に関する試験

(資料）
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樹 木 と 塵 峻 に関する試験

'|」島康博・萩原幸弘・小河誠iij

る．放布は1回散布通を柵にとり．区画の上面より，

区全体になるべく均一になるように自然落下させ，降

雨，風の強い|]は1～2日予定|｣をおくらしたことも

ある．散布逓の規郡は県内の汚染地幣の幣通が20ト

ン/km2/月で1地点のMaxが7()/km2/月の例があっ

たのでその数字を利用して209/m2/月，70R/m2/月

の2通りとした．尚北九州，大牟'11市における|嫌下ぱ

いじん鍬の推移は第1，2図の通りで，全図汚染地帯

の『'1でも川崎市とならび最上位にある．この月散布承

を3回に分けて，10日毎に散布し，散布期間は1969

年7月24日より1970年12月15日まで17ケノjIHlに

豆り，試験木の生長に伴って，各試験木間の競走を考

1．はじめに

大気汚染が樹木に及ぼす影懇については，亜硫酸ガ

ス，塩素系ガス，弗素ガス，自動車排気ガス等を主力

に研究がなされている．しかしながら現実の大気汚染

は単一の汚染質ではなく，極々のガスの混合体である

場合が多く，同時に座挨（降下媒脳，粉塵）をも混

じ，それらの複合的なものとして柵木に影響するもの

と思われる．

これら塵挨は菰々のものがあり，樹木に及ぼす影騨

も気孔閉塞，樹体表面附若等の物理的な作用と有害物

質の附若による化学的作用があり，一方では地表面に

落下したものが土壌中にはいり，樹木に吸収される生

理的な問題，更に長年月汚染による土壌変化の紡果，

生長あるいは存在に影響する場合等いずれも密接な関

係をもって生じるものと思われる．飛者等も樹木と煙

害に関する試験の一部として，1969～1970年にかけ

て，きわめて粗放な試験を実施し，当初期待した紡果

も得られず，考えようによっては失敗例の報告になる

が，この種の報告が国内では少ないように思われたの

で敢てここに資料として報告し，今後この方面の研究

をされる方々の何かになればと思っている．本試験を

実施するに当たって，塵挨材料の御世話をいただいた

福岡県林業試験場北九州分場の白川研究員，試験企画

に教示いただいた毛利伊右ェ門前場長，試験実施に協

力された川島専門研究貝，蓮尾技師に感謝の意を表す

る．

節l変試 験棚木

|“”|(“”

孔I
樹諏

スギ

ヒノキ

アカマツ

クロマツ

カイヅカイプキ

スイシ。ウ

シイ

シマトネリコ

ベニカナメ

＊フサアカシア

コナラ

ざQ盛

･す』

生

″
″
〃

木
生
木
生

ノ

＊6ケ月だけ試験を実施

第 2 炎 塵 挨 散 布 の 慨 要
－

2．試験方法

試験木……第1表に示す通り，11樹種の幼木を福

岡県林業試験場柵内苗畑に1区5本づつ1969年4月

定植した．堅炭の流亡を防ぐため，木枠で周囲をかこ

んだ．

供試塵挨……○フライアッシュ：亜油燃焼築座装侭

より採取したもの．細粉（E・P）P116．5

○セメントダスト：セメン|､工場集塵装画より採取

したもの．PH11．6

座壌処理法……鯉挨散布の概要は第2表の通りであ

註
Ｔ
Ｔ
Ｔ
丁
丁

塵挨種別

－

フライ アッシュ

必〃

セメントダスト
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布賊
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－
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第1N北九州11i・大牟田市における

降下ぱいじんIiIの惟移 5

噸して終ったものである．

3．試験結果

塵挨散布によると思われる可視的な被害症状は全樹

甑を通じて認められなかった．ただ2，4，5区のク

ロマツの葉先1/2が黄変したものがあったが，その原

因についてははっきりしない．

座竣処理が生艇に及ぼす影響をみるために，各供試

木の樹高を処理前（1969年7月23[I)，処理中の生

長開始時期（1970年3月31日)，処理終了一生長体

O

昭昭和30年 354043

〃』k行公存部調

痢2図主要都市における降下ば'‘，じんj‘tの経年変化

（年間平均値）

止時期（1970年11月2日）の3回にわたって測定し

た．その結果を表示したものが第3表，生長指数を図

示したものが第3図である．

磯峻処理伽の土壌PH（1120）を測定し，以後約6

ケ月毎に測定した結果は第4表の通りである．この表
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鯛3喪座挨賦験 生 長 調 迩 表
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粟4表座挨処理別土製PH（H20）の変化で突伽

時報第22号

で実施したが，現火の汚染地聯では大女(中に浮遊する

塵挨が常時序在し，降下塵挨，浮遊媒盤として測疋さ

れる環境と可成り異なっていた．従って樹体の上面に

附着したものが殆んどで，下面には附蒲していない．

上面に附新したものも10日|H1のうちに風，｜:lj輔によ

って落下，流亡した場合もあったため，常時莱而に堅

炭が固定的に存在することは少なく，莱形からみてコ

ナラが股も附赫することが多く，ついでシイ，ベニカ

ナメ，シマトネリコで，その他のものは附若が少なか

った．このようなことから，塵挨附若が溺因でアブラ

ムシの発生がコナラに見られ，コナラ，シイに多くス

ス瓶の発生が兄られたのである．スス瓶によって同化

作用にマイナス作用は考えられても目立った影縛は認

められなかった．

生長障害が見られなかったもう一つの原因として，

塵挨が地表面に落下し，土中に入り，土壌に変化を生

じることである．本試験ではPH（1120）のみの測定

にとどめたため，他の因子については何とも分らない

が，PHで処理前の土壌及びコントロール土壊がほぼ

謬|隙|粥|磯

0口/m2／同lJ･c

oロ/m2／日｜J･･1，J･厄

から亜油フライアッシュ（P'’6．5）撒布区では酸性

化し，セメントダスト（P'1’'･6）撒布区では酸度が

中性の方に進んでいる．また散布雄によって，その進

み方に遅速が認められる．以上が可視的症状，生長関

係，土壌PHの変化についての結果であるが，これら

以外のものとして，塵挨が葉而，樹体に附粁すること

が誘因になってと思われるものとして，アブラムシが

発生してスス病を誘発した．この現象は塵瑛処理のフ

ライアッシュ，セメントダスト両区（2～5区）に認

められ，’区のコントロール区においては発生しなか

った．

稲5表北九州地柑林地のPH

4．考察及び問題点

以上の紡果から，本試験方法による座挨の樹木に及

ぼす影響は少なかったが，これは試験方法に問題があ

ったものと思われる．即ち本試験では月3回（10日

毎）一定敵の塵挨を試験区上面より自然落下する状態

第6麦PIIの変 化 と樹郡別生14

、､
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PⅢ5．6であるのに，1年6ケ月後の”111フライアツ

シュ709/m2/月一PH5．2，209/m2/一PH5．3とわ

づかでばあるが0.4～0.3酸性化しており，セメント

グスト709/m3/月一PH5．9，209/m2/－PH5．7と

これ又わづかであるが逆に0.1～0.3秘庇中性化して

いる．このような変化が樹諏によってマイナスであっ

たり，プラスであったり，又彬郷がなかったりするの

ではないかと思われ，またこの狸度の期'11では生長に

ひびかないとも考えられる．ただ，以上の座瑛戦と期

州で土壌PHがこれだけ変化したことは，現実の汚染

地排が長年月さらされることから相当な土鯉変化を生

じることが考えられ，その変化が大きければ植物に対

する彫稗も出てくるのではないかと考えられる．しか

し乍ら，一方では新規の汚染では岐初の間に変化し，

その後は殆んど進まないことも考えられるので今後Iﾘj

らかにする必要がある。筆者等は1970～71年にかけ

北九州地区の土壊PHを測定したことがある．少数例

ではあるがその結果は第5表の通りである．この炎か

ら一・股林地に比'|唆して，工場地僻周辺林地のPIIが低

く，石灰岩採411所，セメンI､工場周辺の林地ではPII

がN'1く災われる傾向がある．地図，森林の取扱い，植

生等諏々の要因がはいっているが，汚染による土壊

PH変化とも認めてよいと思われる．

第3表の聞尚成長を土竣Pll変化と細側があると仮

定した場合，大I1%的にまとめたものが第6表である．

座挨処理の二諏ともコントロールに比較して生長が減

退するものはシイ，アカマツ，カイヅカイブキでシイ

は中性化の方で少しよいが全体的にはマイナス生長で

ある．スギ，クロマツ，スイショウ，ベニカナメはコ

ントロールと全体的に変りないが，スギは中性化，ク

ロマツは酸性化の方向で生長がよくなり，反対側（点

線側）で悪くなる．

ヒノキ，フサアカシブ，シマトネリコ，コナラはコ

ントロールより生長がよく，前3者は中性化，酸性化

の両側ともよく，コナラは中性化側でよい．これは加

述の通り，少数例でしかも仮定的なものであるが，も

しこのように樹価によりPH哨好性（或いはPHの変

化に対する適応性）があるとすれば耐煙性樹諏と共に

早期に明らかにする必要があり，緑化の基礎資料とし

て亜要である．（この点すでに明らかになっていれば

飛者等の不勉強で陳謝したい）妓後に本試験は先述の

通り，予定の紡果もつかみ得ず，失敗例とも云え，塵

瑛試験の困難性と土壊変化が意外に大きかったことが

感じられたことを附記する．
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